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学
校
給
食
は
、
子
ど
も
の
将

来
に
わ
た
る
健
康
づ
く
り
の
基

本
で
す
。

国
の
『
食
育
推
進
基
本
計
画
』

で
は
、
地
産
地
消
を
活
用
し
て

食
育
の
指
導
を
行
う
こ
と
や

『
ご
は
ん
を
食
べ
よ
う
国
民
運

動
推
進
協
議
会
』
で
は
「
米
飯

給
食
を
さ
ら
に
増
や
し
た
い
」

と
ご
は
ん
の
普
及
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

①
学
校
給
食
に
お
け
る
地
場
産

物
の
使
用
割
合
の
実
積
と
22

年
度
ま
で
に
30
％
に
す
る
と

い
う
目
標
達
成
へ
の
施
策
は
。

②
現
在
、
週
３
回
の
米
飯
給
食

を
実
施
し
て
い
る
が
、
さ
ら

な
る
回
数
増
の
考
え
は
。

③
検
討
さ
れ
る
中
学
校
給
食
の

米
飯
回
数
は
。

④
米
飯
給
食
時
の
牛
乳
に
対
す

る
見
解
は
。

①
今
年
５
月
の
割
合
は
27
％
で

す
。
地
産
地
消
の
観
点
か
ら

町
・
県
内
の
地
場
産
物
の
積

極
的
な
使
用
に
努
め
て
い
る
。

②
人
員
な
ど
の
問
題
が
あ
り
、

今
の
と
こ
ろ
回
数
増
は
考
え

て
い
な
い
が
、
今
後
検
討
す

べ
き
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

③
小
学
校
と
同
様
の
献
立
の
場

合
に
は
、
同
回
数
に
な
る
予

定
で
す
。

④
給
食
に
牛
乳
は
欠
か
せ
な
い

も
の
で
す
。
ミ
ル
ク
は
栄
養

豊
か
な
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

食
品
で
す
。
今
後
も
啓
発
し

て
い
き
ま
す
。

町
内
に
は
、
緊
急
車
両
も
通

れ
な
い
狭
隘

き
ょ
う
あ
い

道
路
が
多
数
あ
り

ま
す
。

道
幅
拡
幅
整
備
の
た
め
、
新

築
な
ど
の
際
に
は
、
敷
地
に
道

路
と
み
な
さ
れ
る
土
地
が
含
ま

れ
、
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
部
分
に
、

建
造
物
は
建
て
ら
れ
ま
せ
ん
。

①
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
し
た
土
地
の

取
り
扱
い
、
維
持
管
理
は
。

②
「
買
い
取
り
制
度
」
は
。

③
町
に
無
償
譲
渡
す
る
条
件
は
。

④
将
来
、
強
制
的
に
セ
ッ
ト
バ

ッ
ク
し
て
道
路
拡
幅
さ
れ
る

箇
所
の
考
え
は
。

①
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
は
、
建
築
基

準
法
に
基
づ
く
中
心
後
退
で

あ
り
、
土
地
の
境
界
や
所
有

権
は
変
わ
ら
な
い
の
で
維
持

管
理
な
ど
は
所
有
者
が
行
い

ま
す
。

②
「
買
い
取
り
制
度
」
は
あ
り

ま
せ
ん
。

③
条
件
な
ど
の
詳
し
い
こ
と
に

つ
い
て
は
、
担
当
グ
ル
ー
プ

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

④
建
築
基
準
法
の
規
定
に
よ
り

後
退
が
必
要
で
あ
り
、
町
が

強
制
的
に
行
う
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

▲ごはん給食で心も体も健康に

米飯給食の実施回数向上を
答弁＝検討課題と認識している

セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
の
土
地
は

答
弁
＝
教
育
長

理
事
は
、
政
策
立
案
を
業
務

と
し
地
方
分
権
時
代
に
対
応
で

き
る
組
織
作
り
を
目
指
し
て
考

え
出
さ
れ
た
当
町
独
自
の
制
度

で
す
が
、
現
在
も
そ
の
趣
旨
が

い
か
さ
れ
て
い
る
か
。

政
策
決
定
な
ど
に
際
し
て
、

理
事
の
職
責
は
重
要
な
も
の
で

あ
る
と
考
え
る
。
町
長
の
考
え

る
理
事
制
度
、
理
事
の
役
割
に

つ
い
て
見
識
は
。

事
務
分
掌
規
則
の
基
本
的
任

務
の
規
定
ど
お
り
。
理
事
制
度

は
機
構
改
革
の
グ
ル
ー
プ
制
導

入
の
一
部
で
あ
り
、「
ト
ッ
プ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
強
化
」「
意

思
決
定
の
迅
速
性
」「
効
率
的

か
つ
効
果
的
執
行
体
制
に
よ
る

正
規
職
員
数
の
抑
制
」「
住
民

に
わ
か
り
や
す
い
行
政
組
織
の

構
築
」
の
考
え
方
で
す
。
メ
リ

ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

が
、
こ
の
制
度
は
今
し
ば
ら
く

様
子
を
見
た
い
。

平
成
19
年
度
取
り
組
み
状

況
・
効
果
及
び
平
成
20
年
度
取

り
組
み
方
針
に
つ
い
て
聞
く
。

①
政
策
ス
タ
ッ
フ
の
充
実

②
農
業
委
員
会
の
あ
り
方
の
見

直
し

③
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

④
適
正
な
定
員
管
理
の
推
進

⑤
時
代
に
即
し
た
簡
素
な
組
織

運
営

⑥
職
員
給
与
体
系
の
見
直
し

⑦
人
事
制
度
の
見
直
し

⑧
経
常
収
支
比
率
の
改
善

①
平
成
19
年
度
は
「
組
織
機
構

の
見
直
し
」
の
検
討
を
行
っ

た
。
引
き
続
き
検
討
。

②
職
員
の
事
務
量
の
増
加
な
ど

が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
引
き

続
き
設
置
す
る
。

③
今
後
も
、
Ｊ
Ｒ
土
山
駅
南
(仮)

複
合
交
流
セ
ン
タ
ー
内
に
置

く
こ
と
で
検
討
し
て
い
く
。

④
平
成
22
年
度
の
目
標
数
値
１

７
１
人
に
向
け
、
適
正
な
管

理
に
努
め
る
。

⑤
「
行
政
の
近
代
化
に
関
す
る

調
査
研
究
班
」
の
答
申
を
受

け
、
リ
ー
ダ
ー
補
佐
を
新
設

し
た
。

⑥
地
域
手
当
・
旅
費
の
見
直
し

を
検
討
し
て
い
る
。
今
後
も

改
定
に
向
け
検
討
し
て
い
く
。

⑦
勤
務
評
定
を
昇
給
に
反
映
さ

せ
る
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

⑧
「
公
的
資
金
補
償
金
免
除
繰

上
償
還
制
度
」
を
活
用
し
公

債
費
の
抑
制
を
図
っ
て
い
る
。

予
算
の
枠
配
分
の
導
入
の
検

討
な
ど
、
引
き
続
き
経
常
経

費
の
縮
減
に
努
め
る
。

▲行政課題の研究調査、施策、立案、提言を行う理事室

理 事 制 度 の 職 責 は
答弁＝役割は従前どおり

答
弁
＝
木
村
理
事

所
有
者
が
維
持
管
理
を

岡
田
　
千
賀
子

住
民
ク
ラ
ブ

小
西
　
茂
行

答
弁
＝
清
水
町
長

期
間
内
達
成
に
向
け
検
討

答
弁
＝
清
水
町
長

行
政
改
革
集
中
プ
ラ
ン
は




